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某




儀

明
日
年
来
の
宿

望







相
達
し
候



て
、
妙
解
院
殿










（
松
向
寺
殿
）
御
墓
前

に
お
い
て
首
尾





よ
く
切
腹
い
た
し
候



事


と
相
成
り
候
。
し
か
れ
ば
子
孫
の
た
め

事
の
顛
末






書
き
残
し
お
き
た
く
、
京
都
な
る
弟
又
次
郎
宅
に
お
い
て
筆
を
取
り

候
。

　
某




祖

父

は
興
津
右
兵
衛
景
通














と
申





候


。
永

正







十
一
（
十
七
）
年
駿
河
国








興

津


に
生
れ
、
今
川
治
部
大
輔











殿
に
仕
え
、
同
国
清
見





が
関



に
住
居
い
た
し
候
。

永
禄






三
年
五
月
二
十
日
今
川
殿
陣
亡






遊
ば
さ
れ
候



時
、
景
通






も
御
供





い
た
し
候
。

年
齢
四
十
一
歳
に
候
。
法

名







は
千
山
宗
及
居
士













と
申
候
。

　
父
才
八






は
永
禄
元
年
出
生
候



て
、
三
歳
に
し
て
怙



を
失
い
、
母
の
手
に
養
育

い
た
さ
れ
候
て
人
と
成
り
候
。
壮
年
に
及
び
て
弥
五
右
衛
門
景
一



















と
名

告

り
、

母
の
族
な
る
播
磨
国








の
人
佐
野
官
十
郎











方
に
寄
居
い
た
し
お
り
候
。
さ
て
そ
の

縁
故
を
も
っ
て
赤
松
左
兵
衛
督














殿
に
仕
え
、
天

正







九
年
千
石
を
給
わ
り
候
。

十
三
年
四
月
赤
松
殿
阿
波
国







を
併



せ
領
せ
ら
れ
候
に
及
び
て
、
景
一






は
三
百
石

を
加
増
せ
ら
れ
、
阿
波
郡
代








と
な
り
、
同
国
渭
津





に
住
居
い
た
し
、
慶

長







の

初
ま
で
勤
続
い
た
し
候



。
慶
長
五
年
七
月
赤
松
殿
石
田
三
成









に
荷
担





い
た
さ
れ
、

丹
波
国








な
る
小
野
木
縫
殿
介

















と
と
も
に
丹
後
国








田
辺
城








を
攻
め
ら
れ
候
。
当
時

田
辺
城
に
は
松
向
寺








殿
三
斎
忠
興
公












御
立
籠








り
遊
ば
さ
れ
お
り
候



と
こ
ろ
、
神

君
上
杉
景
勝










を
討
た
せ
給
う
に
よ
り
、
三
斎
公
も
随
従
遊
ば
さ
れ
、
跡



に
は
泰



勝
院
殿
幽
斎
藤
孝

















公
御
留
守
遊
ば
さ
れ
候
。
景
一
は
京
都
赤
松
殿
邸





に
あ
り

し
時
、
烏
丸
光
広











卿
と
相
識






に
相
成
り
お
り
候



。
こ
れ
は
光
広
卿
が
幽
斎
公

和
歌
の
御
弟
子
に
て
、
嫡
子






光
賢






卿
に
松
向
寺
殿
の
御
息
女
万
姫
君








を
妻





せ
居

ら
れ
候



故


に
候
。
さ
て
景
一
光
広
卿
を
介



し
て
御
当
家
御
父
子
と
も
御
心
安
く

相
成
り
お
り
候
。
田
辺
攻







の
時
、
関
東
に
御
出






遊
ば
さ
れ
候
三
斎
公
は
、
景
一

が
外
戚






の
従
弟
た
る
森
三
右
衛
門
を
使
に
田
辺
へ
差
立
て
ら
れ
候
。
森
は
田
辺

に
着





い
た
し
、
景
一
に
面
会
し
て
御
旨






を
伝
え
、
景
一
は
ま
た
赤
松
家
の
物






頭

井
門
亀
右
衛
門

















と
謀



り
、
田
辺
城
の
妙
庵
丸
櫓












へ
矢
文





を
射
掛
け
候
。

翌
朝
景
一
は
森
を
斥
候
の
中
に
交
ぜ
て
陣
所
を
出
だ
し
遣

り
候
。
森
は
首
尾
よ

く
城
内
に
入
り
、
幽
斎
公
の
御
親
書
を
得
て
、
翌
晩
関
東
へ
出
立
い
た
し
候
。

こ
の
歳



赤
松
家
滅
亡
せ
ら
れ
候
に
よ
り
、
景
一
は
森
の
案
内
に
て
豊
前
国








へ
参

り
、
慶
長
六
年
御
当
家
に
召
抱






え
ら
れ
候



。
元
和





五
年
御
当
代
光
尚






公
御
誕
生

遊
ば
さ
れ
、
御
幼
名
六
丸
君








と
申
候
。
景
一
は
六
丸
君
御
附





と
相
成
り
候
。
元

和


七
年
三
斎
公
御
致

仕

遊
ば
さ
れ
候
時
、
景
一
も
剃
髪






い
た
し
、
宗
也





と
名

告

り
候
。
寛
永






九
年
十
二
月
九
日
御
先
代
妙
解
院
殿
忠
利
公
















肥

後

へ
御
入
国
遊
ば

さ
れ
候
時
、
景
一
も
御
供






い
た
し
候
。
十
八
年
三
月
十
七
日
に
妙
解
院
殿
卒
去

遊
ば
さ
れ
、
次
い
で
九
月
二
日
景
一
も
病
死
い
た
し
候
。
享

年







八
十
四
歳
に

候
。

　
兄
九
郎
兵
衛
一
友






は
景
一
が
嫡
子
に
し
て
、
父
に
つ
き
て
豊
前





へ
参
り
、
慶

長
十
七
年
三
斎
公
に
召
し
い
だ
さ
れ
、
御
次
勤









仰




つ
け
ら
れ
、
後
病
気
に
よ

り
外
様
勤








と
相
成
り
候
。
妙
解
院
殿
の
御
代






に
至
り
、
寛
永
十
四
年
冬
島
原
攻








の
御
供
い
た
し
、
翌
十
五
年
二
月
二
十
七
日
兼
田
弥
一
右
衛
門



















と
と
も
に
、
御

当
家
攻
口






の
一
番
乗
と
名
告
り
、
海
に
臨
め
る
城
壁
の
上
に
て
陣
亡
い
た
し
候
。

法
名
を
義
心
英
立
居
士












と
申





候


。

　
某




は

文
禄






四
（
三
）
年
景
一
が
二
男
に
生
れ
、
幼
名
才
助
と
申
候
。
七
歳
の

時
父
に
つ
き
て
豊
前
国
小
倉
へ
参
り
、
慶
長
十
七
年
十
九
歳
に
て
三
斎
公
に
召

し
い
だ
さ
れ
候
。
元
和
七
年
三
斎
公
致
仕
遊
ば
さ
れ
候
時
、
父
も
剃
髪
い
た
し

候

え

ば
、
某
二
十
八
歳
に
て
弥
五
右
衛
門
景
吉



















と
名
告
り
、
三
斎
公
の
御
供
い

た
し
候
て
、
豊
前
国
興
津
に
参
り
候
。

　
寛
永
元
年
五
月
安
南
船








長
崎
に
到
着
候
時
、
三
斎
公
は
御
薙
髪







遊
ば
さ
れ
候

て
よ
り
三
年
目
な
り
し
が
、
御
茶
事







に
御
用






い
な
さ
れ
候
珍
ら
し
き
品
買
い
求
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め
候
様
仰





含
め
ら
れ
、
相
役






横
田
清
兵
衛
と
両
人
に
て
、
長
崎
へ
出
向
き
候
。

幸
な
る
事
に
は
異
な
る
伽
羅





の
大
木
渡
来
い
た
し
お
り
候
。
然



る
と
こ
ろ
そ
の

伽
羅
に
本
木





と
末
木





と
の
二
つ
あ
り
て
、
は
る
ば
る
仙
台
よ
り
差
下






さ
れ
候
伊

達
権
中
納
言











殿
の
役
人
ぜ
ひ
と
も
本
木
の
方
を
取
ら
ん
と
し
、
某
も
同
じ
本
木

に
望
を
掛
け
互
に
せ
り
合
い
、
次
第
に
値
段
を
つ
け
上

げ
候
。

　
そ
の
時
横
田
申





候


は
、
た
と
い
主
命
な
り
と
も
、
香
木






は
無
用
の
翫
物






に
有



之


、
過
分
の
大
金
を
擲





ち
候



事


は
不
可
然









、
所
詮






本
木
を
伊
達
家
に
譲
り
、

末
木
を
買
求
め
た
き
由



申
候
。
某




申

候
は
、
某
は
左
様
に
は
存
じ
申
さ
ず
、
主

君
の
申
つ
け
ら
れ
候
は
、
珍
ら
し
き
品
を
買
い
求
め
参
れ
と
の
事
な
る
に
、
こ

の
た
び
渡
来
候



品
の
中
に
て
、
第
一
の
珍
物
は
か
の
伽
羅
に
有
之
、
そ
の
木
に

本
末
あ
れ
ば
、
本
木
の
方
が
尤
物






中
の
尤
物
た
る
こ
と
勿
論






な
り
、
そ
れ
を
手

に
入
れ
て
こ
そ
主
命
を
果
す
に
当
る
べ
け
れ
、
伊

達

家

の
伊
達
を
増
長
致



さ
せ
、

本
木
を
譲
り
候



て
は
、
細
川
家
の
流





を
涜



す
事
と
相
成
り
申
す
べ
く
と
申
候



。

横
田
嘲
笑






い
て
、
そ
れ
は
力

瘤







の
入
れ
ど
こ
ろ
が
相
違
せ
り
、
一
国
一
城
を

取
る
か
遣

る
か
と
申
す
場
合
な
ら
ば
、
飽

く
ま
で
伊
達
家
に
楯



を
つ
く
が
よ
ろ

し
か
ら
ん
、
高
が
四
畳
半
の
炉

に
く
べ
ら
る
る
木
の
切
れ
な
ら
ず
や
、
そ
れ
に

大
金
を
棄

て
ん
こ
と
存
じ
も
寄
ら
ず
、
主
君
御
自
身
に
て
せ
り
合
わ
れ
候





わ
ば
、

臣
下
と
し
て
諫



め
止



め
申
す
べ
き
儀

な
り
、
た
と
い
主
君
が
し
い
て
本
木
を
手

に
入
れ
た
く
思
召






さ
れ
ん
と
も
、
そ
れ
を
遂
げ
さ
せ
申
す
事
、
阿
諛
便
佞








の
所

為


な
る
べ
し
と
申
候



。
当
時
三
十
一
歳
の
某




、

こ
の
詞





を
聞
き
て
立
腹
致
し
候

え
ど
も
、
な
お
忍
ん
で
申
候
は
、
そ
れ
は
い
か
に
も
賢
人
ら
し
き
申

条








な
り
、

さ
り
な
が
ら
某
は
た
だ
主
命
と
申





物


が
大
切
な
る
に
て
、
主
君
あ
の
城
を
落
せ

と
仰



せ
ら
れ
候
わ
ば
、
鉄
壁
な
り
と
も
乗
り
取
り
申
す
べ
く
、
あ
の
首
を
取
れ

と
仰
せ
ら
れ
候
わ
ば
、
鬼
神
な
り
と
も
討
ち
果
た
し
申
す
べ
く
と
同
じ
く
、
珍

ら
し
き
品
を
求
め
参
れ
と
仰
せ
ら
れ
候
え
ば
、
こ
の
上
な
き
名
物
を
求
め
ん
所

存
な
り
、
主
命
た
る
以
上
は
、
人
倫
の
道
に
悖



り
候
事
は
格
別
、
そ
の
事
柄
に

立
入
り
候
批
判
が
ま
し
き
儀
は
無
用
な
り
と
申
候
。
横
田
い
よ
い
よ
嘲
笑






い
て
、

お
手
前
と
て
も
そ
の
通
り
道
に
悖



り
た
る
事
は
せ
ぬ
と
申
さ
る
る
に
あ
ら
ず
や
、

こ
れ
が
武
具
な
ど
な
ら
ば
、
大
金
に
代

う
と
も
惜
し
か
ら
じ
、
香
木
に
不
相
応

な
る
価





を
い
だ
さ
ん
と
せ
ら
る
る
は
若

輩







の
心
得
ち
が
い
な
り
と
申
候
。
某

申
候
は
、
武
具
と
香
木
と
の
相
違
は
某
若
輩
な
が
ら
心
得
居
る
、
泰
勝
院
殿











の
御
代






に
、
蒲
生





殿
申
さ
れ
候



は
、
細
川
家
に
は
結
構
な
る
御
道
具
あ
ま
た
有



之


由


な
れ
ば
拝
見
に
罷
出






ず
べ
し
と
の
事
な
り
、
さ
て
約
束
せ
ら
れ
し
当
日
に

相
成
り
、
蒲
生
殿
参
ら
れ
候



に
、
泰
勝
院
殿
は
甲

冑







刀
剣
弓



鎗


の
類
を
陳



ね

て
御
見
せ
な
さ
れ
、
蒲
生
殿
意
外
に
思



さ
れ
な
が
ら
、
一
応
御
覧
あ
り
、
さ
て

実
は
茶
器
拝
見
致
し
た
く
参
上
し
た
る
次
第
な
り
と
申
さ
れ
、
泰
勝
院
殿
御
笑

い
な
さ
れ
、
先
き
に
は
道
具
と
仰



せ
ら
れ
候
故
、
武
家
の
表
道
具
を
御
覧
に
入

れ
た
り
、
茶
器
な
ら
ば
、
そ
れ
も
少
々
持
合
せ
候
と
て
、
は
じ
め
て
御
取





り
出



し
な
さ
れ
し
由
、
御
当
家
に
お
か
せ
ら
れ
て
は
、
代
々
武
道
の
御
心
掛
深
く
お

わ
し
ま
し
、
か
た
が
た
歌
道
茶
事
ま
で
も
堪
能






に
渡
ら
せ
ら
る
る
が
、
天
下
に

比
類
な
き
所
な
ら
ず
や
、
茶
儀
は
無
用
の
虚
礼
な
り
と
申
さ
ば
、
国
家
の
大
礼
、

先
祖
の
祭
祀





も
総



て
虚
礼
な
る
べ
し
、
我
等





こ
の
度



仰
を
受
け
た
る
は
茶
事
に

御
用
に
立
つ
べ
き
珍
ら
し
き
品
を
求
む
る
外



他
事
な
し
、
こ
れ
が
主
命
な
れ
ば
、

身
命
に
懸

け
て
も
果
さ
で
は
相
成
ら
ず
、
貴
殿
が
香
木
に
大
金
を
出
す
事
不
相

応
な
り
と
思
さ
れ
候



は
、
そ
の
道
の
御
心
得
な
き
故



、
一
徹
に
左
様
思
わ
る
る

な
ら
ん
と
申
候
。
横
田
聞
き
も
果
て
ず
、
い
か
に
も
某
は
茶
事
の
心
得
な
し
、

一
徹
な
る
武
辺
者







な
り
、
諸
芸
に
堪
能
な
る
お
手
前
の
表
芸
が
見
た
し
と
申
す

や
否
や
、
つ
と
立
ち
上
が
り
、
脇
差






を
抜
き
て
投
げ
つ
け
候
。
某
は
身
を
か
わ

し
て
避

け
、
刀
は
違

棚







の
下
な
る
刀
掛
に
掛
け
あ
り
し
故
、
飛
び
し
ざ
り
て

刀
を
取
り
抜
き
合
せ
、
た
だ
一
打
に
横
田
を
討
ち
果
た
し
候
。
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か
く
て
某
は
即
時
に
伽
羅





の
本
木
を
買
い
取
り
、
仲
津





へ
持
ち
帰
り
候
。
伊

達
家
の
役
人
は
是

非

な
く
末
木
を
買
い
取
り
、
仙
台
へ
持
ち
帰
り
候
。
某
は
香

木
を
三
斎
公
に
参
ら
せ
、
さ
て
御
願
い
申
候
は
、
主
命
大
切
と
心
得
候
た
め
と

は
申
な
が
ら
、
御
役






に
立
つ
べ
き
侍




一

人
討
ち
果
た
し
候
段
、
恐
れ
入
り
候
え

ば
、
切
腹
仰
附






け
ら
れ
た
く
と
申
候
。
三
斎
公
聞
召






さ
れ
、
某
に
仰
せ
ら
れ
候

は
そ
の
方
が
申
条
一
々
も
っ
と
も
至
極





せ
り
、
た
と
い
香
木
は
貴





か
ら
ず
と
も
、

こ
の
方



が
求
め
参
れ
と
申
し
つ
け
た
る
珍
品






に
相
違
な
け
れ
ば
大
切
と
心
得
候

事
当
然
な
り
、
総
て
功
利
の
念
を
以



て
物
を
視

候




わ
ば
、
世
の
中
に
尊





き
物
は

無
く
な
る
べ
し
、
ま
し
て
や
そ
の
方
が
持
ち
帰
り
候
伽
羅
は
早
速
焚

き
試
み
候

に
、
希
代





の
名
木
な
れ
ば
「
聞
く
度
に
珍
ら
し
け
れ
ば
郭

公







い
つ
も
初
音





の

心
地





こ
そ
す
れ
」
と
申
す
古
歌
に
本



づ
き
、
銘
を
初
音
と
つ
け
た
り
、
か
ほ
ど

の
品
を
求
め
帰
り
候
事
天
晴






な
り
、
た
だ
し
討

た
れ
候



横
田
清
兵
衛
が
子
孫
遺

恨


を
含



み
い
て
は
相
成
ら
ず
と
仰
せ
ら
れ
候
。
か
く
て
直
ち
に
清
兵
衛
が
嫡
子

を
召
さ
れ
、
御
前
に
お
い
て
盃




を

申
付
け
ら
れ
、
某
は
彼
者






と
互
に
意
趣
を
存

ず
ま
じ
き
旨



誓
言






い
た
し
候
。
し
か
る
に
横
田
家
の
者
ど
も
と
か
く
異
志
を
存

す
る
由
相
聞
え
、
つ
い
に
筑
前
国









へ
罷
越






し
候



。
某
へ
は
三
斎
公
御
名
忠
興






の
興



の
字
を
賜



わ
り
、
沖
津
を
興
津
と
相
改
め
候



様


御

沙

汰

有
之
候
。

　
こ
れ
よ
り
二
年
目
、
寛
永
三
年
九
月
六
日





主

上







二
条
の
御
城






へ
行
幸
遊
ば

さ
れ
妙
解
院
殿
へ
か
の
名
香
を
御
所
望
有
之






す
な
わ
ち
こ
れ
を
献



ぜ
ら
る
る
、

主
上
叡
感






有
り
て
「
た
ぐ
ひ
あ
り
と
誰



か
は
い
は
む
末



※


ふ
秋
よ
り
後
の
し
ら

菊
の
花
」
と
申
す
古
歌
の
心
に
て
、
白
菊
と
名

附

け
さ
せ
給





由


承
り
候
。
某
が

買
い
求
め
候
香
木
、
畏





く
も
至
尊
の
御
賞
美
を
被





り
、
御
当
家
の
誉





と
相
成
り

候
事
、
存
じ
寄
ら
ざ
る
儀

と
存
じ
、
落
涙
候
事
に
候
。

　
そ
の
後
某
は
御
先
代
妙
解
院
殿
よ
り
も
出
格
の
御
引
立
を
蒙





り
、
寛
永
九
年

御
国
替








の
砌





に
は
、
三
斎
公
の
御
居
城
八
代






に
相
詰





め
候
事
と
相
成
り
、
あ
ま

つ
さ
え
殿
御
上
京
の
御
供
に
さ
え
召
具





せ
ら
れ
候



。
し
か
る
と
こ
ろ
寛
永
一
四

年
島
原
征
伐
の
事
有
之






候
。
某
を
ば
妙
解
院
殿
御
弟
君

中
務
少
輔
殿
立
孝
公




















の
御
旗
本








に
加
え
ら
れ
御

幟







を
御
預
け
な
さ
れ
候
。
十
五
年
二
月
廿
二
日
御

当
家
御
攻
口








に
て
、
御
幟
を
一
番
に
入
れ
候
時
、
銃
丸
左
の
股



に
中



り
、
よ
う

よ
う
引
き
取
り
候
。
そ
の
時
某
四
十
五
歳
に
候
。
手
創





平
癒





候
て
後
、
某
は
十

六
年
に
江
戸
詰









仰
つ
け
ら
れ
候



。

　
寛
永
十
八
年
妙
解
院
殿
存
じ
寄
ら
ざ
る
御
病
気
に
て
、
御
父
上
に
先
立






、
御

卒
去
遊
ば
さ
れ
、
当
代
肥
後
守
殿
光
尚













公
の
御

代

と
相
成
り
候
。
同
年
九
月
二

日
に
は
父
弥
五
右
衛
門
景
一
死
去
い
た
し
候
。
次
い
で
正

保







二
年
三
斎
公
も

御
卒
去
遊
ば
さ
れ
候
。
こ
れ
よ
り
先

き
寛
永
十
三
年
に
は
、
同
じ
香
木
の
本
末

を
分
け
て
珍
重
な
さ
れ
候
仙
台
中
納
言
殿
さ
え
、
少
林
城










に
お
い
て
御
薨
去







な
さ
れ
候



。
か
の
末
木
の
香
は
「
世
の
中
の
憂
き
を
身
に
積
む
柴
舟






や
た
か
ぬ

先
よ
り
こ
が
れ
行



ら
ん
」
と
申
す
歌
の
心
に
て
、
柴
舟
と
銘
し
、
御
珍
蔵
な
さ

れ
候
由
に
候
。

　
某




つ

ら
つ
ら
先
考
御
当
家
に

奉

仕










候


て
よ
り
以
来
の
事
を
思
う
に
、
父

兄
こ
と
ご
と
く
出
格
の
御
引
立
を
蒙





り
し
は
言
う
も
更



な
り
、
某
一
身
に
取
り

て
は
、
長
崎
に
お
い
て
相
役
横
田
清
兵
衛
を
討
ち
果
た
し
候
時
、
松
向
寺
殿
一

命
を
御
救
助
下
さ
れ
、
こ
の
再
造






の
大
恩
あ
る
主
君
御
卒
去
遊
ば
さ
れ
候
に
、

某
い
か
で
か
存
命
い
た
さ
る
べ
き
と
決
心
い
た
し
候
。

　
先
年
妙
解
院
殿
御
卒
去
の
砌





に
は
、
十
九
人
の
者
ど
も
殉
死






い
た
し
、
ま
た

一
昨
年
松
向
寺
殿
御
卒
去
の
砌
に
も
、
簑
田
平
七
正
元













、
小
野
伝
兵
衛
友
次












、

久
野
与
右
衛
門
宗
直





















、

宝
泉
院
勝
延
行
者


















の
四
人
直
ち
に
殉
死
い
た
し
候
。

簑
田
は
曾
祖
父









和
泉





と
申
す
者

相
良
遠
江
守













殿
の
家
老
に
て
、
主
と
と
も
に

陣
亡
し
、
祖
父
若
狭





、
父
牛
之
助
流
浪





せ
し
に
、
平
七
は
三
斎
公
に
五
百
石
に

て
召
し
出



さ
れ
し
も
の
に
候
。
平
七
は
二
十
三
歳
に
て
切
腹
し
、
小
姓






磯
部
長
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五
郎
介

錯







い
た
し
候
。
小
野
は
丹
後
国
に
て
祖
父
今
安
太
郎
左
衛
門












の
代



に

召
し
出
さ
れ
し
も
の
な
る
が
、
父
田
中
甚
左
衛
門








御
旨






に
忤



い
、
江
戸
御
邸
よ

り
逐
電






し
た
る
時
、
御
近
習







を
勤
め
い
た
る
伝
兵
衛
に
、
父
を
尋
ね
出
し
て
参

れ
、
も
し
尋
ね
出
さ
ず
し
て
帰
り
候
わ
ば
、
父
の
代
り
に
処
刑
い
た
す
べ
し
と

仰


せ
ら
れ
、
伝
兵
衛
諸
国
を
遍
歴
せ
し
に
廻
り
合
わ
ざ
る
趣
に
て
罷



り
帰
り
候
。

三
斎
公
そ
の
時
死
罪
を
顧
み
ず
し
て
帰
参
候
は
殊
勝
な
り
と
仰
せ
ら
れ
候
て
、

助
命
遊
ば
さ
れ
候
。
伝
兵
衛
は
こ
の
恩
義
を
思
候



て
、
切
腹
い
た
し
候
。
介






錯

は
磯
田





十
郎
に
候
。
久
野
は
丹
後
の
国
に
お
い
て
幽
斎
公
に
召
し
出
さ
れ
、

田
辺
御
籠
城








の
時
功
あ
り
て
、
新
知





百
五
十
石
賜



わ
り
候
者
に
候
。
矢
野
又
三

郎
介
錯
い
た
し
候
。
宝
泉
院
は
陣
貝
吹








の
山
伏






に
て
、
筒
井
順
慶










の
弟
石
井
備







後
守
吉
村










が
子
に
候



。
介
錯
は
入
魂






の
山
伏
の
由
に
候
。

　
某




は

こ
れ
等

の
事
を
見
聞





候


に
つ
け
、
い
か
に
も
羨





ま
し
く
技
癢





に
堪

え
ず

候

え

ど
も
、
江
戸
詰
御
留
守
居
の
御
用
残
り
お
り
、
他
人
に
は
始
末
相
成
り
が

た
く
、
空



し
く
月
日
の
立
つ
に
任
せ
候
。
然



る
と
こ
ろ
松
向
寺
殿
御
遺
骸









は
八

代
な
る
泰
勝
院
に
て
荼

※

せ
ら
れ
し
に
、
御
遺
言







に
よ
り
、
去
年
正
月
十
一
日

泰
勝
院
専
誉
御
遺
骨







を
京
都
へ
護
送
い
た
し
候
。
御
供
に
は
長
岡
河
内
景
則













、

加
来
作
左
衛
門
家
次














、
山
田
三
右
衛
門
、
佐
方
源
左
衛
門
秀
信















、
吉
田
兼
庵









相

立
ち
候
。
二
十
四
日
に
は
一
同
京
都
に
着
し
、
紫
野
大
徳
寺












中
高
桐
院








に
御
納

骨
い
た
し
候
。
御
生
前
に
お
い
て
同
寺
清
巌
和
尚










に
御
約
束
有
之






候
趣
に
候
。

　
さ
て
今
年
御
用
相
片
づ
き
候
え
ば
、
御
当
代
に
宿
望
言
上
い
た
し
候



に
、
已

み
が
た
き
某
が
志
を
御
聞
届
け
遊
ば
さ
れ
候



。
十
月
二
十
九
日
朝
御
暇
乞









に

参
り
、
御
振
舞








に
預
り
、
御
手





ず
か
ら
御
茶
を
下
さ
れ
、
引
出
物







と
し
て
九
曜

の
紋



赤
裏
の
小
袖
二

襲







を
賜



わ
り
候
。
退
出
候
後
、
林
外
記







殿
、
藤
崎
作
左

衛
門
殿
を
御
使
と
し
て
遣





さ
れ
後
々
の
事
心
配
致



す
ま
じ
き
旨



仰


せ
ら
れ
、
御

歌
を
下
さ
れ
、
又
京
都
へ
参
ら
ば
、
万
事
古
橋
小
左
衛
門
と
相
談
し
て
執
り
行

え
と
懇




に

仰
せ
ら
れ
候
。
そ
の
外
堀
田
加
賀
守










殿
、
稲
葉
能
登
守










殿
も
御
歌






を

下
さ
れ
候
。
十
一
月
二
日
江
戸
出
立
の
時
は
、
御
当
代
の
御
使
と
し
て
田
中
左

兵
衛
殿
品
川
ま
で
見
送
ら
れ
候
。

　
当
地
に
着





候


て
よ
り
は
、
当
家
の
主
人
た
る
弟
又
次
郎
の
世
話
に
相
成
り
候
。

つ
い
て
は
某
相
果
て
候
後
、
短
刀
を
記
念





に
遣





し
候
。

　
餞
別






と
し
て
詩
歌





を
贈
ら
れ
候



人
々
は
烏
丸
大
納
言
資
慶
















卿
、
裏
松
宰
相












資
清





卿
、
大
徳
寺
清
巌
和
尚
、
南
禅
寺
、
妙
心
寺
、
天
竜
寺
、
相
国
寺
、
建

仁
寺
、
東
福
寺
並



び
に
南
都
興
福
寺
の
長
老
達
に
候
。

　
明
日
切
腹
候
場
所
は
、
古
橋
殿
取

計








に
て
、
船
岡
山








の
下
に
仮
屋
を
建
て
、

大
徳
寺
門
前
よ
り
仮
屋
ま
で
十
八
町
の
間
、
藁

筵







三
千
八
百
枚
余
を
敷
き
詰

め
、
仮
屋
の
内
に
は
畳
一
枚
を
敷
き
、
上
に
白
布
を
覆



い
有
之






候


由


に
候
。
い

か
に
も
晴
が
ま
し
く
候
て
、
心
苦
し
く
候
え
ど
も
、
こ
れ
ま
た
主
命
な
れ
ば
是

非
な
く
候



。
立
会






は
御
当
代
の
御
名
代








谷
内
蔵
之
允









殿
、
御
家
老
長
岡
与
八
郎

殿
、
同
半
左
衛
門
殿
に
て
、
大
徳
寺
清
巌
実
堂
和
尚
も
臨

場







せ
ら
れ
候
。
倅





才
右
衛
門
も
参
る
べ
く
候
。
介
錯
は
か
ね
て
乃
美
市
郎
兵
衛
勝
嘉













殿
に
頼
み
お

き
候
。

　
某
法

名







は
孤
峰
不
白








と
自
選
い
た
し
候



。
身
不
肖






な
が
ら
見
苦
し
き
最
期

も
致
す
ま
じ
く
存
じ
お
り
候
。

　
こ
の
遺
書
は
倅
才
右
衛
門
宛



に
い
た
し
お
き
候
え
ば
、
子
々
孫
々
相
伝






え
、

某
が
志
を
継
ぎ
、
御
当
家
に

奉

対










、
忠
誠
を
擢





ず
べ
く
候
。

　
　
正

保







四
年
丁
亥






十
二
月
朔
日






　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
興
津
弥
五
右
衛
門
景
吉
華
押





　
　
　
　
興
津
才
右
衛
門
殿

　
正
保
四
年
十
二
月
二
日
、
興
津
弥
五
右
衛
門
景
吉
は
高
桐
院








の
墓
に
詣



で
て
、
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船
岡
山








の
麓





に
建
て
ら
れ
た
仮
屋
に
入
っ
た
。
畳
の
上
に
進
ん
で
、
手
に
短
刀

を
取
っ
た
。
背
後





に
立
っ
て
い
る
乃

美

市
郎
兵
衛
の
方
を
振
り
向
い
て
、
「
頼

む
」
と
声
を
掛
け
た
。
白
無
垢









の
上
か
ら
腹
を
三
文
字
に
切
っ
た
。
乃
美
は
項





を
一
刀
切
っ
た
が
、
少
し
切
り
足
り
な
か
っ
た
。
弥
五
右
衛
門
は
「
喉
笛






を
刺

さ
れ
い
」
と
云
っ
た
。
し
か
し
乃
美
が
再
び
手
を
下
さ
ぬ
間
に
、
弥
五
右
衛
門

は
絶
息
し
た
。

　
仮
屋
の
周
囲
に
は
京
都
の
老
若
男
女
が
堵

の
如



く
に
集
っ
て
見
物
し
た
。
落

首
の
中
に
「
比
類
な
き
名
を
ば
雲
井
に
揚
げ
お
き
つ
や
ご
ゑ
を
掛
け
て
追
腹






を

切
る
」
と
云
う
の
が
あ
っ
た
。

　
興
津
家
の
系
図
は
大
略
左
の
通
り
で
あ
る
。

　
弥
五
右
衛
門
景
吉






の
嫡
子






才
右
衛
門
一
貞






は
知
行
二
百
石
を
給



わ
っ
て
、
鉄

砲
三
十
挺

頭








ま
で
勤
め
た
が
、
宝
永
元
年
に
病
死
し
た
。
右
兵
衛
景
通











か
ら

四
代
目
で
あ
る
。
五
世
弥
五
右
衛
門
は
鉄
砲
十
挺
頭
ま
で
勤
め
て
、
元
文






四
年

に
病
死
し
た
。
六
世
弥
忠
太
は
番
方






を
勤
め
、
宝
暦






六
年
に
致

仕

し
た
。
七
世

九
郎
次
は
番
方
を
勤
め
、
安
永
五
年
に
致
仕
し
た
。
八
世
九
郎
兵
衛
は
養
子
で
、

番
方
を
勤
め
、
文
化
元
年
に
病
死
し
た
。
九
世
栄
喜





は
養
子
で
、
番
方
を
勤
め
、

文
政
九
年
に
病
死
し
た
。
十
世
弥
忠
太
は
栄
喜
の
嫡
子
で
、
後
才
右
衛
門
と
改

名
し
、
番
方
を
勤
め
、
万
延






元
年
に
病
死
し
た
。
十
一
世
弥
五
右
衛
門
は
才
右

衛
門
の
二
男
で
、
後
宗
也





と
改
名
し
、
犬
追
物








が
上
手






で
あ
っ
た
。
明
治
三
年

に
番
士
に
せ
ら
れ
て
い
た
。

　
弥
五
右
衛
門
景
吉
の
父
景
一






に
は
男
子
が
六
人
あ
っ
て
、
長
男
が
九
郎
兵
衛

一
友






で
、
二
男
が
景
吉
で
あ
っ
た
。
三
男
半
三
郎
は
後
作
太
夫
景
行






と
名

告

っ

て
い
た
が
、
慶
安
五
年
に
病
死
し
た
。
そ
の
子
弥
五
太
夫
が
寛
文
十
一
年
に
病

死
し
て
家
が
絶
え
た
。
景
一
の
四
男
忠
太
は
後
四
郎
右
衛
門
景
時
と
名
告
っ
た
。

元
和
元
年
大
阪
夏
の
陣
に
、
三
斎
公
に
従
っ
て
武
功
を
立
て
た
が
、
行
賞
の
時

思
う
旨
が
あ
る
と
云
っ
て
辞
退
し
た
の
で
追
放
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
寺
本
氏

に
改
め
て
、
伊
勢
国







亀
山






に
往

っ
て
、
本
多
下
総
守
俊
次
















に
仕
え
た
。
次
い
で

坂

下







、
関
、
亀
山
三
箇
所
の
奉
行






に
せ
ら
れ
た
。
寛
政
（
永
）
十
四
年
の
冬
、

島
原
の
乱
に
西
国
の
諸
侯
が
江
戸
か
ら
急
い
で
帰
る
時
、
細
川

越
中
守
綱
利














と
黒
田
右
衛
門
佐
光
之













と
が
同
日
に
江
戸
を
立
っ
た
。
東
海
道
に
掛
か
る
と
、

人
馬
が
不
足
し
た
。
光
之
は
一
日
だ
け
先
へ
乗
り
越
し
た
。
こ
の
時
寺
本
四
郎

右
衛
門
が
京
都
に
い
る
弟
又
次
郎
の
金
を
七
百
両
借
り
て
、
坂
下
、
関
、
亀
山

三
箇
所
の
人
馬
を
買
い
締
め
て
、
山
の
中
に
隠
し
て
置
い
た
。
さ
て
綱
利
の
到

着
す
る
の
を
待
ち
受
け
て
、
そ
の
人
馬
を
出
し
た
の
で
、
綱
利
は
土
山
水
口
の

駅
で
光
之
を
乗
り
越
し
た
。
綱
利
は
喜
ん
で
、
後
に
江
戸
に
い
た
四
郎
右
衛
門

の
二
男
四
郎
兵
衛
を
召

し
抱



え
た
。
四
郎
兵
衛
の
嫡
子
作
右
衛
門
は
五
人
扶
持









二
十
石
を
給
わ
っ
て
、
中
小
姓









組
に
加
わ
っ
て
、
元
禄
四
年
に
病
死
し
た
。

作
右
衛
門
の
子
登





は
越
中
守
宣
紀






に
任
用
せ
ら
れ
、
役
料
共
七
百
石
を
給
わ
っ

て
、
越
中
守
宗
孝






の
代
に
用
人
を
勤
め
て
い
た
が
、
元
文
三
年
に
致
仕
し
た
。

登
の
子
四
郎
右
衛
門
は
物
奉
行








を
勤
め
て
い
る
う
ち
に
、
寛
延
三
年
に
旨
に
忤



っ
て
知
行
宅
地
を
没
収
せ
ら
れ
た
。
そ
の
子
宇
平
太









は
始
め
越
中
守
重
賢






の
給

仕
を
勤
め
、
後
に
中
務
大
輔
治
年














の
近
習






に
な
っ
て
、
擬
作
高







百
五
十
石
を
給

わ
っ
た
。
次
い
で
物
頭
列









に
せ
ら
れ
て
紀
姫






附
に
な
っ
た
。
文
化
二
年
に
致

仕
し
た
。
宇
平
太
の
嫡
子
順
次
は
軍
学
、
射
術
に
長
じ
て
い
た
が
、
文
化
五
年

に
病
死
し
た
。
順
次
の
養
子
熊
喜





は
実
は
山
野
勘
左
衛
門
の
三
男
で
、
合
力
米








二
十
石
を
給
わ
り
、
中
小
姓
を
勤
め
、
天
保
八
年
に
病
死
し
た
。
熊
喜
の
嫡
子

衛
一
郎
は
後
四
郎
右
衛
門
と
改
名
し
、
玉
名
郡
代
を
勤
め
、
物
頭
列









に
せ
ら

7



れ
た
。
明
治
三
年
に
鞠
獄
大
属










に
な
っ
て
、
名
を
登
と
改
め
た
。
景
一
の
五
男

八
助
は
三
歳
の
時
足
を
傷





け
て
行
歩






不
自
由
に
な
っ
た
。
宗
春






と
改
名
し
て
寛

文
十
二
年
に
病
死
し
た
。
景
一
の
六
男
又
次
郎
は
京
都
に
住
ん
で
い
て
、
播
磨






国


の
佐
野
官
十
郎
の
孫
市
郎
左
衛
門
を
養
子
に
し
た
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
カ
ラ
ー
版
日
本
文
学
全
集7

　
森
鴎
外
」
河
出
書
房
新
社

　
　
　1969
（
昭
和44

）
年3

月30

日
初
版
発
行

初
出
：
「
中
央
公
論
」

　
　
　1912

（
大
正
元
）
年10

月

※
人
名
の
修
正
箇
所
は
、
「
山
椒
大
夫
・
高
瀬
舟
・
阿
部
一
族
」
（
角
川
文
庫
、

1967

）
を
参
照
し
ま
し
た
。

入
力
：
土
屋
隆

校
正
：
川
山
隆

2008

年3

月24

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.

aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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